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叢の暮れ　忙たy“しい日暮れと共に，寒氣辿■圏■■圏鰯魍團■嘱露■■■騒
　る師走の夜空はノ薄墨色の様な野分の合闇　　　　1938年
　に輝き始める．
9t天北襯は常礎らないが，，1熊は下12月の天象
　の方に，淋しくブラ下り，北斗の指針も地■■■■■■闇■■■■■■■■
　下にある．龍は西北に長い身をクネらせて居る・
酋天　西の地準線近くには，琴，鷲が今月隈りの鹸光を放って居る．白烏は
　未だ少し三日に型のいX十字を突つ立てム居るが♪これとて最早や程遠から
　す沈むだらう．木星が少し高寄りに，やはりサヨナラをしかけて居る．
南天　訟訴らす淋しい，土星の南中が少し慰めlcなるだけである．
中天　北斗の指針は役に立たない代りに，ペガススの四角とアンド・メダの
　δ・i？，γの三星が柄に，小北斗によく似た型を示し乍ら，堂々と北極を指
　し，剰さヘカシオペアのWが，同じく中天に在って艦ぐるみ北極星に三つ
　て居る，三角や牡羊は小さい乍らも，やはip　一一つの賑はしになって居る，績
　いてペルセから“すばる”へかけても仲々面白い・
東天三者と牡牛が，主星のカペラとアルデハランをほじ等高に置いて競
　ひ，オリオン，双子も，叉，共れに高く・更に少し夜更を待てば・少犬のプ
　・シオン，大犬がシt；rウスといよいよ舞豪ば明るくなる・
太陽　月初めは“蛇遣ぴ”に未だ居る・中旬に射手座に移って，聞もなく冬
　至となる．そして共のまし越年する．一軍に表記すれば．
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夕刻の言1坦男絡焉
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冬至を中心に，llの短かい絶頂になる．海に噛まれた日本では，冬至が來て
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　も，三階一陽來復：の感はしない．いよv・よ氣候としては冬に入る．たN“｝夕
　刻のπ没と，薄明絡焉だけが，上旬を絶頂に，少し遅くなって行き，月末は
　11月の初めにまで回復して回る．
月　lllf月齢9．5が“魚”踵｛に始まる．表にすれば
圏付
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　の如くである・闇夜が無くなるのは7tlと8rl．月の無いのは21rlから2日
　までS“ある．然し氣付くのぱ先づ月齢4．7の26ロ位からだらう．
水星　14口の内合を中心にして，都含よく見られなV・・
金星　先月末内合してから暁天に移って居る・夜明けの遍い頃だから少し早
　起きすればiOll頃からもう雨天の金星は日によく映するだらう．下旬にはウ
　ント離れて．26U一4・4と云ふ物凄い光輝に達して，見る暫に一一縞馬さを感
　ぜしめやう．
火星　漸くll波前3～4時闇i｝只｝1・る様になって，　ili見直裡も4！’5位になって來
　た．光度も1・7等級になり一寸赤味が氣を引くSklcなって來た．御恥しみは
　來夏まで………・
木星　もうll波と共に西南隅に在る．光度も一1・9～1．8．硯直征も35”～33”へ
　と漸減の一．一路・但し未だ望遠鏡を向ける旧地はある．
土星　丁度暗くなった頃，歯嘱して居る・少し小さくなったが，t’Ti∫と云って
　も唯一の好位置にある遊星である．依然として倫は美しい．
天王星　前月に守門いて好位置にある・位置も割合兄易いル「にあるから一．・度是
　非見てやって下さい．
海王星　獅予座に居る・下旬痕矩になる・そろそろ見易くなって來た．昇るの
　は夜牛だが．
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冥王星　依然“かに座”にあるだけ．
小遊星セレス
（］02）
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2　，33．5　10　59．6
2　52．4　11　14．0
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　　　7．7
　堂撫1は11月16［に過ぎたが，珍らしい小遊星を見るのには未だ絶好である．
‘‘Aルゴル”（木口記；事参照）／トこ月r卜頃子都合に見られるのは3「i21時，23日22時5，
26日19時5の三回．
　ユリウス日ほ12月1日21時が2429234．0である・　　　　　　　　　　（木邊1）
　11月の日食と月食
　11月中には双方とも起る，先づ月食は8日早曉見られる・時刻ば
月が地球の牛影に入るのが
月が地球の本影に入るのが（部分食7）始め）
皆既食の始めは
食甚は（食の中央）
皆既食の経りは
月が地球の本影を離れるのが（部分食絡り）
月が地球の牛影を離れるa）が
ロを　　イエ
11月8n　439，0
　　　　540．8
　　　　645．0
　　　　726．2
　　　　8　7．5
　　　　911．9
　　　　1013．9
　である．最大の食分は1．359と云ふ珍らしく深い皆既食：で，中央アジア大陸
からヨ】ロツパにかけては好都合に見られるが，日本では曉の西察に牛ば見ら
れる．即ち當ri，薄明開始は，京都で5時頃であるから，「1に見へて食の始ま
る頃には，もう可なり明るくなって居り，皆既は日出後である上に，月自身も6
時28分には西没するから，淺念乍ら見られない．
　22日の日食，次V・で22i1の新月には部分日食がある．食分は0・778であるが大
挙洋上が最も都合よく，H本では二三以東では日出時極めて僅かに訣けて居る
のが見得るに過ぎない．然し殆んど第二鱗の計時も無理な位であらう・折角11
月には爾食が揃ふのに，共に都合よくないのは誠に幾念である・
